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(ア)地域内の家庭・業務・産業
による化石燃料の直接燃焼

(イ)地域内の交通による
化石燃料の直接燃焼

(ウ)域外から供給され
た電力の発電に伴う
化石燃料の燃焼(エ)地域内の工

場による工業プロ
セス

(オ)地域内で発生し
た廃棄物の処理

(カ)地域内の土地利用・
農業からの正味の排出

(キ) 地域外との交通

(ク)域内で消費
される財の生産に

伴う排出

(ケ) 地域外への脱炭素電力
供給や地域外からのクレジット
購入による域外での排出削減

スコープ1
スコープ2 スコープ3

Adopted from: Global Protocol for Community-Scale Greenhouse Gas Inventories
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WEBサイト 環境省ローカルSDGs 地域循環共生圏づくりプラットフォーム令和元年度選定団体の取り組みより、
那智勝浦町の地域版マンダラ http://chiikijunkan.env.go.jp/tsunagaru/chiiki_ichiran_r1/
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要素ごとの出現頻度及び共起度
• 四角形のサイズが要素の出現頻度(35団

体中の言及した団体数,添えられた数値に
同じ)を示す

• 要素間をつなぐ線(太さ・濃さ・実線or破線)
が共起度(Jaccard係数)を示す

• 共起度が高いほど、互いに、一方が言及さ
れた場合には他方も言及されている

気候
変動

自然
共生

資源
循環

社会
課題

経済
課題

地域資
源活用

地域間
連携

自立
・分散

相利
共生

目標

条件 方法
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出典:「大熊町ゼロカーボンビジョン」より
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